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研究成果の概要（和文）：　統合失調症の認知機能障害は、社会的転帰と強く影響することが報告されている。
その治療法として認知機能改善療法が報告されているが社会機能への般化が不十分と指摘されている。本研究で
は般化関連要因として発散的思考に焦点を当て検査法を開発することを目的とした。発散的思考の検査法として
The Tinkertoy Test（TTT）の定性的調査を行い、修正版TTTとして採点基準を明らかにした。次に定量的調査と
して修正版TTTの信頼性と妥当性の調査を行い、内的整合性と基準関連妥当性が検証された。
　

研究成果の概要（英文）：Cognitive dysfunction of schizophrenia has been reported to have a  
influence on social outcome.Although cognitive function improvement therapy has been reported as a 
treatment method for it, it is pointed out that generalization to social function is insufficient.In
 this research, we aimed to develop an examination method focusing on divergent thinking as a factor
 related to generalization.We conducted a　qualitative survey of The Tinkertoy Test (TTT) as a test 
method for divergent thinking and clarified scoring criteria as modified TTT.Next, as a quantitative
 survey, the reliability and validity of the revised TTT was examined, and the internal consistency 
and the reference related validity were verified.

研究分野： 臨床心理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 統合失調症患者は脳画像研究の知見より、
前頭葉、側頭葉、辺縁系において軽度の灰白
質体積減少が進行することが明らかになっ
ている（Salisbury et al.2007）。この脳構造
の変化により神経回路が阻害され、認知機能
障害が生じることがメタアナリシスで報告
されている（Reichenberg 2010）。ここから
本研究では統合失調症の中核的病態と考え
られる認知機能障害に着目する。 
研究代表者はこれまで統合失調症患者を

対象とした認知機能リハビリテーション
（Cognitive Remediation Therapy；CRT）
を実施し報告してきた。CRT 治療効果に関
するメタアナリシスでは中程度の効果量が
期待できると報告されている（Wykes et 
al.2011）。しかし、認知機能障害の改善が社
会機能の向上に影響する治療効果の般化は
不十分と指摘されている（ Mcgurk et 
al.2007）。そのため CRT とともにその効果
を社会生活能力へ般化させる要因に注目す
ることが、統合失調症患者のリハビリテーシ
ョンを展開する上で重要な意義をもつとい
える。 
先行研究の検討から、CRT で得られた認知

機能改善効果を社会生活能力への般化に関
連する要因として発散的思考（複数ないしは
無数の解答が存在しうるような課題におい
て用いられる思考形式）の重要性が指摘され
ている（Yamashita ら 2005）。これまで発
散的思考の測定は非言語性課題として複数
の図形を産生する能力を評価するデザイン
流暢性検査（Design Fluency Test、以下
DFT）、言語性課題として物品の使い方のア
イディアを産生する能力を評価するアイデ
ィア流暢性検査（Idea Fluency Test、以下
IFT）が用いられてきた。これらを統合失調
症患者へ用いた報告では DFT・IFT いずれか
の検査で質的障害が認められることが報告
されている（Nemoto ら 2005、 Takeshi ら
2010、Son ら 2015）。つまり発散的思考を測
定するうえで有効な検査法は定まっておら
ず、非言語性・言語性課題の両側面の性質を
持つ検査課題による発散的思考検査の開発
が必要と考えられた。さらに発散的思考は社
会機能と関連することが報告されており
（Nemoto et al.2007）、生態学的妥当性の検
証も必要である。また今後 CRT を発展させ
る上で CRT の効果が発散的思考へどのよう
な効果を及ぼすのか検証が重要と考えられ
た。そこで TTT の新たな採点基準の確立、
修正版 TTT を用いた比較、修正版 TTT の信
頼性・妥当性の検証、CRT 実施前後の発散的
思考への治療効果の検討が必要と考えられ
た。 
 
２．研究の目的 
(1)TTT の新たな採点基準を確立する。 

TTT は遂行機能を提唱した神経心理学者
Lezak が 1995 年に考案した遂行機能や発

散的思考を評価することができる検査であ
る（Lezak 1995、鹿島ほか 2005）。検査課
題は TinkerToy と呼ばれるホイール、ステ
ィック、コネクターなど形状の異なる 50 ピ
ースの部品を使用し、時間制限なしに好きな
ものを自由に作ってもらう。この課題は被験
者が目標を決め（何を作るか？）、計画を立
て（どの部品をどう使うか？）、実際に課題
を遂行し（組み立てる）、さらに効率的に行
動する（失敗の修正）が必要とされる。 
これまで健常者と脳損傷者の TTT の遂行

過程を比較した報告（狩長 ほか 2013）がな
されているが、統合失調症患者を対象者とし
た TTT の遂行過程に対する質的評価と新た
な採点基準の作成は行われておらず、本研究
で検証に取り組んだ。 
 
(2) 修正版 TTT を用いた収束的課題と発散
的課題の検査成績を比較する 
 統合失調症患者の収束的課題と発散的思
考課題の検査成績比較から、その特徴を明ら
かにする。 
 
(3)修正版 TTT の信頼性と妥当性を検証する。 

TTT は脳損傷患者を対象とした検査法で
あるが、これまで系統的な信頼性と妥当性の
検証はなされていない。その理由は(1)で記
載した TTT の作品を作成する過程の採点基
準が確立していないためと考えられる。そこ
で統合失調症患者を対象に新たに作成した
採点基準を加えた修正版 TTT の測定値から
信頼性を検証する。妥当性は発散的思考を測
定する外的基準との関連から基準関連妥当
性の検証を行う。さらに修正版 TTT と社会
機能との関連から生態学的妥当性の検証を
行う。 
 
(4)CRT 治療効果の社会機能への般化関連要
因を検証する 
修正版 TTT を CRT 実施前後に測定し、認

知機能の改善が社会生活能力へ般化する要
因である発散的思考への効果を検証する。 
 
３．研究の方法 
(1)TTT の新たな採点基準の確立 
統合失調症患者と健常者へ TTT の予備的

検討を行う。その後、健常者の TTT 実施時
の動画を質的分析し、採点基準を検討した。 
新たな採点基準を追加した修正版 TTT とし
て作成する。また、修正版 TTT と他の発散
的思考検査、精神症状との関連を相関分析に
より検討する。 
 
(2)収束的課題と発散的課題の検査成績比較 
 統合失調症患者へ収束的課題（コース立方
体検査、統合失調症簡易認知機能検査のロン
ドン塔課題）、発散的思考課題（修正版 TTT、
DFT、IFT）を用いた検査を行い、群間比較
する。 
 



(3)信頼性と妥当性の検証 
信頼性は修正版 TTT 採点基準の内的整合

性、外的基準との相関分析より基準関連妥当
性の検討を行う。さらに修正版 TTT と社会
機能との相関分析から生態学的妥当性を検
証する。 
 
(4)CRT 実施前後の発散的思考への治療効果 

CRT 実施前後に神経認知障害（統合失調症
簡易認知機能検査）、発散的思考検査（修正
版 TTT、DFT、IFT）を実施し、事例検討を
行い治療の効果の判定を行う。 
 
４．研究成果 
(1)予備的検討と採点基準の検討 
研究代表者は統合失調症患者を対象に

TTT と認知機能検査を用い予備的検討を行
った。その結果、注意機能と TTT 遂行過程
得点が低下することが明らかになった。さら
に研究代表者は健常者 16名の TTT 作成時の
動画の質的分析を行い、作成プロセスモデル
を作成した。類型化した 5経路は経路 1作品
と周辺環境をイメージし作成し終了する。経
路 2 作品のイメージを持ち作成し終了する。
経路3組み立てる過程で作成イメージを持ち
作成し、終了する。経路 4明確な作成イメー
ジを持てず、一部作品を作成し終了する。経
路5作成イメージをもてず、作成し終了する。
の 5経路を明らかにした（図 1）。 
 
検査開始時の教示 

「これであなたの作りたいと思うものをな
んでもいいから作ってください。時間は最
低でも 5分はかけてください。ただし、必
要なら、時間は延長します。」 

 
 
 
 
 
材料の提示     作成     完成 
完成後、インタビューを行い採点を行う。 

図 1  修正版 TTT の検査手順 
表 1 作成プロセス得点 

作品と周辺環境をイメージして作成し
終了する 

4 点 

作品の作成イメージを持ち、それに従
い作品を作成し終了する 

3 点 

組み立てる過程で作成イメージを持
ち、作品を作成し終了する 

2 点 

明確な作成イメージを持てず、一部作
品を作成して終了する 

1 点 

作成イメージを持てず、作成し終了す
る、作品について何を作ったのか答え
られない 

0 点 

 
(2)収束的思考課題と発散的思考課題の検査
成績比較 
研究代表者は統合失調症患者を対象に収

束的思考（あらかじめ決められた唯一の正

解を見出していく際に働く。与えられた課
題に関係ある情報とない情報を識別し、課
題解決に必要な情報のみに焦点を絞ってい
く思考）課題を用いた検査（コース検査、統
合失調症簡易認知機能検査のロンドン塔課
題）と発散的思考課題を用いた検査（修正版
TTT、DFT、IFT）を比較したところ、発散
的思考課題検査（修正版 TTT 総合計点、DFT
課題依存反応、IFT 課題依存反応、課題変形
反応、合計反応数）が低成績であった。ここ
から統合失調症患者は発散的思考が低下す
ることが明らかになった。さらに精神症状
（陽性症状）との関連は、発散的思考課題検
査（DFT 課題依存反応、部分再正反応）に有
意な相関を認めた。その他、発散的思考課題
の修正版 TTT、IFT、収束的思考課題に有意
な相関は認められなかった。つまり、精神症
状は発散的思考の一部と収束的思考とは関
連しないことが明らかになった。 
 
(3)修正版 TTT の信頼性と妥当性の検証 
研究代表者は統合失調症群と健常者群を

対象に従来の採点基準を改訂した修正版
TTT の測定を行った。得られたデータより
信頼性を検討するため、クロンバッハのα係
数を算出したところ、統合失調症群α＝0.82、 
健常群はα＝0.81 との結果を得た。ここから
両群とも、内的整合性の確認された信頼性の
ある検査と考えられた。次に修正版 TTT の
妥当性は先行研究で確認されている発散的
思考検査（IFT、DFT）を外的基準とし関連
性を検討した。その結果、修正版 TTT と外
的基準に有意な相関を認められた。ここから、
修正版 TTT は基準関連妥当性の確認された
妥当性のある検査と考えられた。以上の検証
から修正版 TTT は信頼性と妥当性を有する
検査であることを実証した。これらの内容は
現在、雑誌投稿中である。さらに修正版 TTT
と社会機能との相関分析をしたところ、有意
な相関関係が認められた。ここから修正版
TTT は生態学的妥当性を有した検査である
ことが検証された。この内容を論文報告予定
である。 
 
(4)CRT 実施前後の発散的思考への治療効果 
 研究代表者は統合失調症患者を対象に
CRT を実施し（図 2）、その前後比較に発散
的思考検査を行い治療効果が発散的思考へ
の影響を事例検討により検証した（図 3）。事
例の検査による CRT 前後比較では、神経認
知検査の成績改善と発散的思考検査（修正版
TTT、IFT）の成績改善、社会機能の向上が
認められた。この結果と先行研究から、CRT
によりワーキングメモリや注意を改善する
ことで発散的思考が高まり、社会機能へ影響
を及ぼす可能性が考えられた。これら CRT
実施前後比較で効果を認めた事例報告を論
文報告予定である。 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 

図 2  CRT の場面 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

CRT 実施前        CRT 実施後 
作品名          作品名 
「オブジェの様な物」   「子供の玩具」 
 
図 3 CRT 実施前後の修正版 TTT の変化 
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